
水稲直播栽培の普及拡大への取組み
活動期間：平成23年度～(継続中)

○ 南砺地域は、集落営農組織を中心に省力・低コスト技術である直播栽培
が取り組まれているが、収量の向上が課題。

○ このため農林振興センターでは、栽培管理チェックリストを作成し、重点経
営体に対しリストに基づき改善点を指導するとともに、栽培ポイントを示した
チェックリストを配布し経営体が実践。

○ その結果、収量が増加するとともに直播栽培に取組む経営体が増加。ま
た、水稲全て直播栽培にする経営体も現れた。

具体的な成果

１ 栽培チェックリストの活用
■栽培ポイントチェックリストを作成し、経営
体ごとに作業時期など
が分かるようにして配布
■栽培管理のポイントが
明確になり、集落営農組
織では必要事項が役員
だけでなく、組合員個々
への作業意識が浸透。

２ 収量の向上
■適正播種量による発芽苗立ちの向上、
適期除草剤散布、中干し
の徹底等による倒伏
改善により、経営体の
収量が向上

(H26→H28)
４１６ｋｇ → ４７０ｋｇ

３ 直播栽培面積の増加等
■チェックリストの活用により、作業がわか
りやすく効率的に行なえるようになり、面
積拡大した経営体が増加

■さらに、水稲の全面積を直播栽培に取組
む経営体が増加。また、水稲全てを直播栽
培に取組んだことで、省力・低コストを実現
10アール当たり米生産費
移植栽培 直播栽培
122,580円 110,740円

10アール当たり労働時間
移植栽培 直播栽培
11.1時間 9.4時間

普及指導員の活動

平成23年
■管内の経営体に対し、意向調査を実施。
■低収要因を①苗立不足②倒伏③雑草害
として整理。

平成24～26年
■苗立不足の経営体に
対し、重点的に代か
き作業の改善につい
て指導

■倒伏に関しては、中干しが不十分で
あったことから、経営体ごとに現地研
修会を実施。

平成27～28年
■栽培チェックリストを全生産者に配布
し、チェック事項の実施状況を確認。

■地域全体での
直播栽培研修会
や農機メーカー
と連携したコー
ティング実演研
修会を開催

■品種に応じた現地試験を実施し、栽培
暦を作成・配布

普及指導員だからできたこと

・専門技術を持ち、日頃から農業者の作
業状況が把握でき、生産者の栽培意欲の
改善が可能。

・連携している農協等の関係者を結びつ
け、取組みを進めることができた。

富山県



写真２ 直播研修会での栽培技術指導         写真３ モデル経営体への現地指導 

水稲直播栽培の普及拡大への取組み 
 

活動期間 平成２３年度～ 

１ 取組の背景 

南砺班管内では、水稲生産の大半を占める集落営農組織を中心に直播栽培に取り組む経

営体が多く、管内の特色である酒米でも取り組まれている。 

表１ 水稲直播栽培の実施状況（平成 28 年度） 

区 分 ＪＡなんと ＪＡ福光 計 
水稲作付面積  （ha） 1,081 2,030 3,111 
うち直播栽培面積（ha） 

占有率   （％） 
経営体数  （戸） 

 うち全面直播 （戸） 

282 
26.1 
37 
2 

171 
8.4 
29 
1 

453 
14.6 
66 
3 

   米価の低迷や農業者の高齢化と後継者不足が進む中、農業所得を確保するため、 
（１）省力・低コスト技術である直播栽培の収量向上が農業者から強く求められていた。 
（２）南砺地域特有の酒米での直播や全てを直播栽培に切替える経営体が見られる。 
（３）モデル経営体を対象に直播の収量を向上させて農業所得の増加を図り、他経営体

への波及を図ることが求められていた。 
２ 活動内容 

（１）経営体意向調査の実施 

  ①管内担い手 134 経営体を対象に、直播等の省力・低コスト意向・要望調査を実施。 
②その結果は、直播栽培中 56％、今後導入予定 15％。直播栽培経営体の中から低収量や 
 技術支援を必要とする経営体を選定し、重点指導を行った。 

（２）モデル経営体育成のための重点指導の実施 

  ①低収要因改善のため重点指導対象毎に栽培管理チェックリストを作成、提示（図１） 
②鉄コーティング種子処理などチェック事項の実施状況を確認、適正な栽培管理支援 
③酒米（山田錦、五百万石）など多様な品種に応じた肥培管理試験の実施、生育・収量・

品質調査、栽培管理情報の発行・配布 
④生育・収量調査やチェック事項の結果検討、次年度対策の策定 

                                
                    
  
 
 
 
   写真１ 鉄が剥離し苗立不足の事例         図１ 栽培管理チェックリスト（抜粋） 

（３）農業者への直播栽培研修会の開催 

   管内農業者の栽培技術の底上げを図るための栽培指導（出芽・苗立安定、雑草対策等） 
 
 
 
 
 
 
３ 具体的な成果 
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抜粋 
項目 ポイント（県栽培技術指針） Ｈ27実績 Ｈ28計画 Ｈ28実績

播種

播種量は6～
8kg／10ａ

△
6.8㎏/10ａ

播種量7ｋｇ以上
（前年比110％の
7.5㎏／10ａ）

〇
７kｇ以上（調
査ほ7.5㎏）

苗立ち数は150
～200本を目標
とする。

×
124本/㎡

播種量と通水で
150本／㎡以上を
確保

〇
187本╱㎡
（5╱28調査）

直播栽培チェックリスト
項目 ポイント（県栽培技術指針） Ｈ27実績 Ｈ28計画 Ｈ28実績

ほ場作り 耕起前にシリカロマン１００㎏施用する ○ ○ 〇4╱１～２散布

耕起前にリン酸４ｋｇ／10ａ以上、カリ肥料３ｋｇ／10ａ以上
施用する。

×（施用実績無し） 土壌診断データ（H25）では、殿746でリン
酸・カリが不足、殿45・82でカリが不足。目
安は珪酸カリ４０㎏／10ａ以上。

△調査ほのみ珪酸カリ40kg╱10ａ施
用

乾田直播専用肥料を１８ｋｇ／10ａ程度（窒素慣行５．３ｋｇ
＋２ｋｇ＝７．３ｋｇ）施用する。

○２３㎏/10ａ
（倒伏無し）

○２３ｋｇ／10ａ以上 ○２３㎏/10ａ
（倒伏無し）

播種 ４月中～下旬に播種 ○４月26～30日
（調査ほ４／29）

ほ場乾き次第、４月20日以降早めに播種
（計画上４月25～３０日）

○４月24～５月２日
（調査ほ４／26）

トラクターが沈下してラグの跡があまり残らない乾いた条件で
実施する

○ ○ △土壌水分が高く、ほ場内でラグ跡
が残る。播種深度ムラ発生

Ｖ溝が精度高く形成（深さ５ｃｍ、幅２ｃｍ）されている
種籾が溝の中に定着している（鳥害回避）

×（出芽深度１．４ｃｍ） ドラムは無交換。ドラムを点検し、交換につ
いて検討する。

△出芽深度３ｃｍ
バラツキ大（０～3.5ｃｍ）

ｷﾋｹﾞﾝR-2ﾌﾛｱブルを乾燥種子１㎏当り20mℓ塗沫処理し種子消毒
を行う

○ ○（計画上４月16日） ○

播種量は６～８ｋｇ／10ａ △６．８㎏/１０ａ 播種量７ｋｇ以上（前年比110％の７．５㎏
／10ａ）

〇７kｇ以上（調査ほ7.5㎏）

苗立ち数は１５０～２００本を目標とする。 ×１２４本/㎡ 播種量と通水で150本／㎡以上を確保 〇１８７本╱㎡（５╱28調査）

雑草防除 ３回処理を基本とする。
①水稲出芽前（鞘葉抽出前：播種後７～10日）の非選択性茎葉
処理剤（ﾗｳﾝﾄﾞｱｯﾌﾟﾏｯｸｽﾛｰﾄﾞ）

○５／１０（播種後11日） ○（計画上５月９日以降の計画） △～〇5／12（播種後16日）ラウンド
アップ、残草はほぼ無し

②入水直前（イネ1.5葉頃：播種後25日）の選択制茎葉処理剤
（ｸﾘﾝﾁｬｰﾊﾞｽME等）

×散布せず ５月２１日頃の散布を予定 △～〇5／28（播種後32日）クリン
チャー１キロ粒剤

故殺③入水後（イネ2.5葉頃：播種後35日）の体系是正剤等 △６／１０(播種後42日)
（ほか後期剤２回６／１７、
７／２）

６月４日頃の散布を予定 △６／17（播種後52日）、７／19
クリンチャーバスＭＥ

水管理 播種後、無降雨日が１週間程度続いて乾きすぎている場合は
「走り水」を行う
(農研)特に播種１週間後と２週間後の２回通水が有効

×（入水せず） 状況に応じて実施 播種後、適度に降雨（4/29、5╱4、5
╱7、５╱11）

出芽個体１５０～２００本／㎡程度、うち２葉展開中の個体が
半数程度となったら入水する。

未確認？（除草剤散布に合わ
せて入水）

状況に応じて実施 〇入水日５╱28

入水後は収穫間際まで湛水管理を行う ○収穫間際まで湛水管理を実
施

○ △収穫間際まで湛水管理されたが、
湛水深が15ｃｍ以上と深すぎ

病害虫防除 ６月中旬にいもち病予防粒剤を散布する ×未散布 ６月中旬に散布 ×未散布（葉いもち病無し）

紋枯れ病の随時防除（密植のため多発傾向） 散布実績無し 発生に応じて防除を実施 ×未散布（紋枯れ病無し）

イネツトムシの随時防除（晩生や葉色が濃い場合に多発傾向） 散布実績無し 発生に応じて防除を実施 ×未散布（害虫発生無し）

追加穂肥 （農研）苗立不足により初期生育が確保できない場合、最高分
げつ前の６月下旬～７月初めに１．５ｋｇ追肥すると穂数及び
着粒数が増加して５％程度増収する。

散布実績無し 生育状況に応じて実施 初期生育良好（最高分げつ数
602.5本╱㎡）

出穂前に極端に葉色が淡い場合、出穂期までに追肥を行う 出穂前は葉色４以上あったた
め散布実績なし

生育状況に応じて実施 ８╱５葉色４あったため散布せず

目標収量 県目標５４０ｋｇ／10ａ ３５９ｋｇ／10ａ
（坪刈４０５ｋｇ）

４００ｋｇ／10ａ以上を目指す。 ◎４９８ｋｇ／10ａ
（坪刈６５０ｋｇ）

↑○問題なし　×改善必要　△条件次第 ↑○問題なし　×改善必要　△条件次第



面積 26.8ha           面積 26.9ha 

うち直播 0%        うち直播 100％ 

（１）単収の向上および栽培面積・経営体数の増加 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 管内の直播単収の推移         図３ 直播栽培様式別面積及び経営体数の推移 

（２）直播栽培導入による省力・低コストを実現 

 

 

 

 

                           

                            

                             表２ 10a 当たり労働時間 

                              

  

 

 

 

                          

 

   

 

 

図４ 南砺市Ａ経営体の 10ａ当たり米生産費の推移 

 

４．農家等からの評価・コメント（南砺市・（農）Ｔ営農 代表理事 Ｔ氏） 

  水稲の直播栽培は約７ha 実施しており、省力・低コストを活かした経営体質の強化のため、

単収向上が不可欠と考えています。 

今回、普及指導員から栽培管理チェックリストに基づくほ場周囲の苗立不良に向けた改善

指導をうけ、代掻き作業と播種後の田干し作業の改善にオペレーターとともに取り組んだと

ころ、苗立不良は概ね改善され、平成 17 年栽培開始以来、最高の単収 521 ㎏/10ａを確保で

きました。 

  今後も、水稲の省力・低コスト栽培に向け作業改善や新技術の導入を進める方針なので、

引き続き、こまめな現地指導や情報提供をお願いしたい。 

 

 

 

平成 23 年に比べ単収が向上 平成 23 年に比べ栽培面積は 1.9 倍、経

営体数は 1.4 倍に増加 

10ａ当たり米生産費は、水稲全てを直播のみと

することで 11,840 円低下。 
 

10ａ当たり労働時間は、水稲全てを

直播とすることで 1.7 時間低減。 
 
 

時間
直播のみ 9.4

移植のみ 11.1



５．普及指導員のコメント 

南砺地域では、水稲直播栽培が鉄ｺｰﾃｨﾝｸﾞや乾田Ｖ溝といった様々な栽培様式やコシヒカ

リ、山田錦などの多様な品種で実施されています。しかし、意向調査の中で、低コスト・省

力化技術として期待が高いものの、収量向上の要望が強いことが分かりました。 

そこで、低収量の経営体を対象にモデル経営体の育成のための重点指導を行ってきました。

その際、栽培管理チェックリストを活用して、各経営体の問題と改善策をすぐ理解できるよ

うに工夫しました。この活動の結果、重点指導対象の単収は過去５年で最高となるほか、管

内の栽培面積と栽培経営体数の増加や水稲栽培全て直播栽培とする経営体を３経営体育成す

るなどの成果が見え始めてきました。 

全ては南砺地域の稲作経営のため、更なる単収向上による農業所得の確保に向け、関係機

関と連携して普及活動を続けてまいります。 

 

６ 現状・今後の展開等 

（１）１経営体当り直播栽培面積が拡大（H23：5.1ha→H28：6.9ha）している。 
（２）平成 23 年以降、２経営体が水稲全面直播栽培に移行した。29 年度１経営体（13ha）が

導入を予定している。 
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